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春のご挨拶

看護部長　窪田 利栄子

　新入職員の皆さま、この度はご入職おめでとうございます。皆さまを当院の新しい仲間としてお

迎えできることを、大変うれしく思っております。私は看護師ですが、医療に従事する仕事は、人

の生命や地域、生活に深く関わりながら、社会に貢献できる大変やりがいのあるものだと思ってい

ます。皆さまがこれから歩む道のりは、決して平坦ではないかもしれません。しかし、その一歩一

歩が確かな成長につながることも事実です。

　当院は、一般急性期病棟　地域包括ケア病棟　療養病棟の機能を持つ在宅療養支援病院です。院

内には介護部門として訪問看護、居宅介護支援事業所、通所リハビリテーションもあり入院中の患

者様だけでなく、地域で生活される方への医療・看護・介護の充実した提供に日々努めております。

患者様や利用者の方々一人ひとりに寄り添い、安心と信頼を提供する医療を大切にしています。

　そのような、私たちが大切にしているのは、専門的な知識や技術だけでなく、思いやりの心や、チー

ムとして協力し合う姿勢です。医療は、多職種が連携し、互いを尊重しながら力を合わせることで

成り立っています。積極的にコミュニケーションを取り、学び、支え合いながら、チーム医療の一

員として活躍していただきたいと思います。

新しい環境に不安を感じることもあると思います。どうか焦らず、一つひとつの経験を大切にしな

がら進んでください。わからないことや困ったことがあれば、遠慮なく先輩や上司に相談してくだ

さい。私たちは皆さまの成長を全力で支えます。

皆さまが当院で多くの経験を積み、医療人として、一人の社会人として大きく成長されることを

心より期待しています。そして、一緒に地域の皆さまに信頼される病院をつくっていきましょう。

新入職員の皆さま、
ご入職おめでとうございます。

新任医師アンケート

❺今後の抱負を教えてください ❻地域の皆様へメッセージをお願いします

❶医療における専門分野は ? ❷休日の過ごし方 / 趣味は ?

❹どのようなことに挑戦されていますか ?❸どのような医療を心がけていらっしゃいますか ?
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新入職された医師にアンケートをお願いしました

重見　拓弥
しげみ　たくや

中條　雅子
なかじょう　まさこ

平岡　敬士
ひらおか　たかし

今田　百々子
いまだ　ももこ

妻とお出掛け

おいしいお店の開拓、ドライブなどを
して過ごしています。
クラシック音楽も好きです。

スポーツ観戦、旅行、グルメ巡り

家族と過ごします。趣味は旅行です。

患者さんの不安に寄り添い、安全かつ苦痛を
和らげるような麻酔を心がけています。

ダイエット

医者の不養生とならないように自己管理を
しっかりしたいです。

一生懸命地域の皆様の支えの一端を
担えるように頑張ります。
どうぞよろしくお願いいたします。
　　　

一人ひとりに寄り添って分かりやすく
 説明すること

受診者の皆様に満足してもらえる
健診を提供できるように頑張ります。

地域の皆様が健康に過ごせるように
お手伝いさせていただきたいと思って
います。よろしくお願いいたします。

患者様に寄り添う医療

全人的な医療

患者様とご家族ひとりひとりに
寄り添う医療を心がけています。

なるべく自炊するようにしています（笑）

専門にこだわらず幅広く診られるように
なりたいです。

新年度より埼玉から引っ越してきました。
初めての関西ですが、地域の皆様の
お役に立てるように頑張ります。

総合的な問題解決能力のある救急医に
なりたいと思っている。

よろしくお願いします。

救急科

内科

消化器内科（健診科）

麻酔科
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広域災害訓練

当院では他病院から軽症～中等度の患者様の受け入れ、重症患者様は淡海医療センターなど、
より高度な設備を持つ病院へと搬送し手術を行います。
こうした地域医療を担う両院が垣根を越えて協力する姿勢は、地域住民にとって大きな安心
材料となり、結果として一人でも多くの命を救う鍵となります。
災害時には病院単独での対応には限界があるため、患者の受け入れ調整や物資の融通、情報
の一元化など、医療機関同士の「横の連携」が生命線となります。
実際の災害時には想定外の事態が起こり得るからこそ、平時から互いの役割や働きを理解し、
「顔の見える関係」を築いておくことが重要です。

近江草津徳洲会病院と淡海医療センターは
合同で災害訓練を実施いたしました。

２月１日に滋賀県総合防災訓練の一環として、近江草津徳洲会病院と淡海医療センターは合同
で災害訓練を実施いたしました。南海トラフ地震など大規模災害が懸念されるなか、地域の基
幹病院同士が連携し、実践的な訓練を行う意義は非常に大きいものがあります。

2 月 1 日

参加したスタッフからは「課題を具体的に共有できた」「連携の重要性を実感した」といった
声が聞かれました。訓練は “うまくいくこと” が目的ではなく、“課題を見つけること” が目
的です。今回得られた気づきを次につなげ、改善を重ねていくことこそが地域の防災力向上
へと繋がります。今後も継続的な連携強化を図ることで、いざという時に地域全体で命を守
る体制づくりに努めてまいります。

《救急搬送》 《搬送中》

《災害対策本部》《災害対策本部前》

今回の訓練では、地震発生直後に多数の傷病者が搬送されてくる状況を想定。
院内に災害対策本部を設置し、緊急度・重症度の判定場所（トリアージエリア）の設置や
重症度に応じた色分け、情報共有の流れ、患者受
け入れ・搬送の手順などを一つひとつ確認しまし
た。いかに迅速かつ的確に判断するかが求められ
る災害医療。机上のシミュレーションでは見えに
くかった課題が、実践訓練によって再認識するこ
とができました。

《永田副院長あいさつ》

《トリアージ》
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令和８年度入職式 さくらまつり ／  感染対策

今年度は２３名の新入職員を迎えることができました。
病院では新年度を迎え、新入職員の入職式が行われました。式では院長より歓迎の言葉が
贈られ、医療人としての責任と使命についての話しがありました。新入職員は緊張した
面持ちながらも、真剣に耳を傾け、これから始まる業務への決意を新たにしていました。
新しい仲間を迎え、地域の皆さまに信頼される医療を提供できるよう、職員一同力を合わせ、
より良い医療サービスの提供に努めてまいります。

今年度は２３名の新入職員を
　　　　　　　　迎えることができました。

新入職
おめでとう
ございます

川重冷熱工業株式会社で開催された
「さくらまつり」に、当院も健康企画として参加しました。
当日は満開の桜の下、キッチンカーや体験ブースなど多彩な催しが行われ、
多くの地域の方で賑わいました。

桜の下で健康チェック
―さくらまつりに参加しました―

当院のブースでは
フレイルチェック、骨密度測定、血液中の酸素測定・医療相談
などを実施しました。測定結果を見ながら健康状態についてお
話しする中で、「自分の体の状態を知ることができて良かった。」
「健康を意識するきっかけになった。」といった声も聞かれ、
地域の皆様と直接交流できる貴重な機会となりました。

今後も地域のイベントなどを通じて、皆さまの健康づくりに役立つ取り組みを続けてまいります。

近江草津徳洲会病院  公式アカウント始めました

お友だち追加はこちらから !
ＱＲコ

ードか
ら

簡単ア
クセス

インフルエンザや新型コロナウイルス感染症・はしか等、様々な感染
症による問題が言われていますが、特に要注意とされるのが薬剤耐性
菌（既存の抗生物質が効きにくい菌）です。このままでは薬剤耐性菌
により死亡する患者さんの数が、癌で亡くなる患者さんの数を超える
日がくると言われています。そのような菌の感染拡大を少しでも予防

するため、日々看護師や看護補助者が実践しているオムツ交換の手技に着目しました。感染対策委員会とし
て頑張って活動してくれている看護師が、感染対策も取り入れた手順書を作成し、看護ケアを実践する職員
に指導を行い、手順通りに実施できているかをチェック。
その結果を 12 月に新潟で開催された日本看護科学学会で
報告してきました。患者様やご家族の方に、少しでも安心
して入院生活を送っていただけるよう、これからもよりよい
変化を続けていきたいと思います。

実際に作成した手順▶

学会で発表してきました︕
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